
ⅢⅢ  保保育育者者（（幼幼稚稚園園教教諭諭、、保保育育士士、、保保育育教教諭諭））等等のの研研修修のの意意義義  

 

１１  研研修修のの基基本本的的なな考考ええ方方                      

幼児期の教育は生涯にわたる人格形成の基礎を培うものであり、近年の国際的な研究成果

等により、その重要性の認識はますます高まっています。少子高齢化の進展や保護者の働き

方の変革など社会環境が変わり、「子ども・子育て支援新制度」の開始に伴い幼稚園、保育所、

認定こども園を通じた幼児教育・保育の環境整備が進められる中、すべての子どもに質の高

い幼児期の教育が提供される必要があります。 

また、幼児教育の無償化と併せて、幼児教育の質の向上も極めて重要です。平成 30 年４月

から実施された幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針

を踏まえつつ、幼児教育の実践の更なる質の確保・向上を図る必要があります。 

幼児期の教育においては、幼児の自発的な活動としての遊びを中心とした生活を通して、

一人一人に応じた総合的な指導が行われています。保育者等は戸外での子ども同士の関わり

合いや自然との触れ合いを経験できる環境を構成するなど、それぞれの発達段階に応じ、幼

児の自発的な遊びの中で、自ら学びに向かう力を生み出すことが求められます。このような

幼児期の教育・保育の特性はどのように社会が変革しようとも普遍的なものであり、変わる

ものではありません。 

 

【大分県幼児教育センターが研修を実施する根拠となる主な法令】 

   幼稚園教諭    保育教諭 保育士 

教育基本法 第１１条 児童福祉法 第１１条 

幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の

基礎を培う重要なものであることにかんが

み、国及び地方公共団体は、幼児の健やかな

成長に資する良好な環境の整備その他適当

な方法によって、その振興に努めなければな

らない。 

都道府県は市町村の業務の実施に関し、市

町村相互間の連絡調整、市町村に対する情報

の提供、市町村職員の研修その他必要な援助

を行うこと及びこれらに付随する業務を行

うこと。 

子ども・子育て支援法 第３条の２ 

都道府県は、市町村が行う子ども・子育て支援給付及び地域子ども・子育て支援事業が

適正かつ円滑に行われるよう、市町村に対する必要な助言及び適切な援助を行うとともに、

子ども・子育て支援のうち、特に専門性の高い施策及び各市町村の区域を超えた広域的な

対応が必要な施策を講じなければならない。 

 

※この他に、教育公務員特例法第 23 条、24 条により、公立幼稚園及び公立幼保連携型認定こ

ども園の新採用研修、中堅教諭等資質向上研修を実施します。 
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２２  ここれれかかららのの幼幼児児教教育育でで求求めめらられれるるもものの   

                   

（１）幼児教育の重要性 

社会状況の変化等による幼児の生活体験の不足等から、基本的な技能等が身に付いていな

かったり、幼児教育と小学校教育との接続では、子どもや教員の交流は進んできているもの

の、教育課程の接続が十分でなかったりするなどの課題も見られます。 

また、近年、国際的にも忍耐力や自己制御、自尊心といった社会情動的スキルやいわゆる

非認知的能力といったものを幼児期に身に付けることが、大人になってからの生活に大きな

差を生じさせるという研究成果をはじめ、幼児期における語彙数、多様な運動経験などがそ

の後の学力、運動能力に大きな影響を与えるという調査結果などから、幼児教育の重要性へ

の認識が高まっています。 

さらに、平成 27 年度から「子ども・子育て支援新制度」が実施されたことにより、幼稚園、

保育所、認定こども園等を通じて全ての子どもが健やかに成長するよう、質の高い幼児教育

を提供することが一層求められてきています。このため、前述のような研究成果や調査結果

を踏まえつつ、幼稚園、保育所、認定こども園を含めた全ての施設全体の教育・保育力の質

の向上を図っていくことが必要となっています。 

   

（２）幼児期に育みたい資質・能力 

幼児教育においては、幼児期の特性から、この時期に育みたい資質・能力は、小学校以降

のような、いわゆる教科指導で育むのではなく、幼児の自発的な活動である遊びや生活の中

で、感性を働かせてよさや美しさを感じ取ったり、不思議さに気付いたり、またできるよう

になったことなどを使いながら、試したり、いろいろな方法を工夫したりすることを通じて

育むことが重要です。このため、幼児教育の特質を踏まえ、資質・能力の三つの柱をより具

体化すると、以下のように整理されます。 

 ＜幼児期に育みたい資質・能力の三つの柱＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの資質・能力は、個別に取り出して身に付けさせるものではなく、遊びを通した総

合的な指導を行う中で、「知識・技能の基礎」、「思考力・判断力・表現力等の基礎」、「学びに

向かう力・人間性等」を一体的に育んでいくことが重要です。 

① 「知識・技能の基礎」（遊びや生活の中で、豊かな体験を通じて、何を感じたり、何に気

付いたり、何が分かったり、何ができるようになるのか） 

② 「思考力・判断力・表現力等の基礎」（遊びや生活の中で、気付いたこと、できるように

なったことなども使いながら、どう考えたり、試したり、工夫したり、表現したりするか）

③ 「学びに向かう力・人間性等」（心情、意欲、態度が育つ中で、いかによりよい生活を営

むか） 
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（３）幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、ねらい及び内容に基づいて、各幼児教育施

設で、幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねることにより、育みたい資質・能力が育ま

れている幼児の具体的な姿です。 

 

①  健康な心と体 

園での生活の中で、充実感や満足感をもって 

自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、 

見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり 

出すようになる。 

 

②  自立心 

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、 

しなければならないことを自覚し、自分の力で行うために 

考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで 

達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。 

 

③  協同性 

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、 

共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫したり、 

協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。 

 

④  道徳性・規範意識の芽生え 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが 

分かり、自分の行動を振り返ったり、友達の気持ちに共感した 

りし、相手の立場に立って行動するようになる。 

 また、きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、 

友達と折り合いを付けながら、きまりを作ったり、守ったりするようになる。 

 

⑤  社会生活との関わり 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、

人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを

感じ、地域に親しみをもつようになる。 

また、園内外の様々な環境に関わる中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に

基づき判断したり、情報を伝え合ったり、活用したりするなど、 

情報を役立てながら活動するようになるとともに、 

公共の施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなど 

を意識するようになる。 

やりたいことに向かって 

あきらめずにやりとげる 

思いや考えを共有 

きまりを守る 

社会とのつながり 
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⑥  思考力の芽生え 

身近な事象に積極的に関わる中で、 

物の性質や仕組み等を感じ取ったり、気付いたりし、 

考えたり、予想したり、工夫したりするなど、 

多様な関わりを楽しむようになる。 

また、友達の様々な考えに触れる中で、 

自分と異なる考えがあることに気付き、自ら判断したり、 

考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、 

自分の考えをよりよいものにするようになる。 

 

⑦ 自然との関わり・生命尊重 

自然に触れて感動する体験を通して、 

自然の変化などを感じ取り、 

好奇心や探究心をもって考え言葉などで表現しながら、 

身近な事象への関心が高まるとともに、自然への愛情や畏敬の念をもつようになる。 

また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命の不思議さや尊さ 

  に気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるものとしていたわり、 

大切にする気持ちをもって関わるようになる。 

 

⑧ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字 

などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字の役割に気付いたりし、 

自らの必要感に基づきこれらを活用し、 

興味や関心、感覚をもつようになる。 

 

⑨ 言葉による伝え合い 

先生（幼稚園教諭、保育士、保育教諭等）や 

友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、 

豊かな言葉や表現を身に付け、経験したことや考えたこと 

などを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりし、 

言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

 

⑩ 豊かな感性と表現 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、 

様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き、 

感じたことや考えたことを自分で表現したり、 

友達同士で表現する過程を楽しんだりし、 

表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 

気付いたり 

工夫したり 

新しい考えを 

生み出す 

生命の不思議さ、尊さ 

数・文字へ関心 

言葉での伝え合い 

音、動きのリズム、様々な素材
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「幼児期の終わりまでに育てほしい姿」は、５歳児だけでなく、３歳児、４歳児において

も、これを念頭に置きながら５領域にわたって指導が行われることが望まれます。その際、

３歳児、４歳児それぞれの時期にふさわしい指導の積み重ねが、この「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」につながっていくことに留意する必要があります。 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、幼児理解に基づいた評価の手立てともなる

ものであり、幼稚園等と小学校の教員が５歳児修了時の姿を共有化することにより、幼児教

育と小学校教育との接続が一層強化されます。 

小学校の各教科等においても、生活科を中心としたスタートカリキュラムの中で、合科的・

関連的な指導、短時間での学習などを含む授業時間や指導の工夫、教室内外の環境構成等の

工夫を行うとともに、子どもの生活の流れの中で、幼児期の終わりまでに育った姿が発揮で

きるような工夫を行いながら、幼児期に育まれた資質・能力を徐々に各教科等の特質に応じ

た学びにつなげていく必要があります。 

【中教審答申 補足資料から】 

遊遊びびやや生生活活のの中中でで、、
幼幼児児期期のの特特性性にに応応じじたた

「「見見方方・・考考ええ方方」」やや
資資質質・・能能力力をを育育むむ学学びび

幼
児
教
育

幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い 姿

※各教科等の「見方・考え方」を踏まえて、関係性を示したものである。また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の項目の濃淡は、
小学校教育との関連が分かるように示したものであり、基本的にはすべての教科に関わっているが、濃い部分は特に意識的につながり
を考えていくことが求められるもの。幼児教育において小学校教育を前倒しで行うことを意図したものではない。

健康な⼼と体

思考⼒の芽⽣え

道徳性・規範意識の芽⽣え

⾃⽴⼼

社会⽣活との関わり

⾃然との関わり・⽣命尊重
数量・図形、⽂字等への関⼼・感覚

⾔葉による伝え合い

協同性

豊かな感性と表現

⾃⽴⼼
協同性

道徳性・規範意識の芽⽣え
社会⽣活との関わり

⾃然との関わり・⽣命尊重

⾔葉による伝え合い
豊かな感性と表現

健康な⼼と体
幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿を⼿掛かりとしながら、幼児の得
意なところや更に伸ばしたいところを
⾒極め、それらに応じた関わりをした
り、より⾃⽴的・協同的な活動を促
したりするなど、意図的・計画的な
環境の構成に基づいた総合的な
指導の中で、バランスよく「⾒⽅・
考え⽅」や資質・能⼒を育む時期

教教科科等等のの特特質質にに応応じじたた
「「見見方方・・考考ええ方方」」やや

資資質質・・能能力力をを育育むむととととももにに、、
教教科科横横断断的的ににそそれれららをを
総総合合・・統統合合ししてていいくく学学びび

⼩
学
校
中
学
年

⼩
学
校
低
学
年

⾳
楽

図
画
⼯
作

体
育

道
徳

特
別
活
動

算
数

国
語

社 会 理 科総合的な学習の時間
社社会会的的事事象象のの見見方方・・考考ええ方方

位置や空間的な広がり、時期や
時間の経過、事象や人々の相互
関係などに着目して社会的事象
を見出し、比較・分類したり総合
したり、国民の生活と関連付ける
こと

理理科科のの見見方方・・考考ええ方方

身近な自然の事物・現象を、
質的・量的な関係や時間的・
空間的な関係などの科学的な
視点で捉え、比較したり、関係
付けたりするなど、問題解決の
方法を用いて考えること

探探究究的的なな見見方方・・考考ええ方方（（案案））

各教科等における見方・考え方を総
合的に活用して、広範な事象を多様
な角度から俯瞰して捉え、実社会や
実生活の文脈や自己の生き方と関連
付けること

⽣ 活 科

具体的な活動や体験を通して、⾝近な⽣活に関わる⾒⽅・考え⽅を⽣かし、⾃⽴し
⽣活を豊かにしていくための資質・能⼒を、次のように育成することを⽬指す
○活動や体験の過程において、⾃分⾃⾝、⾝近な⼈々、社会及び⾃然の特徴やよさ、そ
れらの関わりに気付くとともに、⽣活上必要な習慣や技能を⾝に付けるようにする
○⾝近な⼈々、社会及び⾃然を⾃分との関わりで捉え、⾃分⾃⾝や⾃分の⽣活について
考え表現する⼒を育成する
○⾝近な⼈々、社会及び⾃然に⾃ら働きかけ、意欲や⾃信を持って学んだり⽣活を豊か
にしたりしようとする態度を育てる

＜＜身身近近なな生生活活にに関関わわるる見見方方・・考考ええ方方((案案））＞＞

身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、比較、分類、関連付け、試行、予測、工夫
することなどを通して、自分自身や自分の生活について考えること

「スタートカリキュラム」を通じて、各教科等の特質に応じた学びにつなぐ

⽣活科を中⼼としたスタートカリキュラ
ムの中で、合科的・関連的な指導も
含め、⼦供の⽣活の流れの中で、幼
児期の終わりまでに育った姿が発揮
できるような⼯夫を⾏いながら、短時
間学習なども含めた⼯夫を⾏うことに
より、幼児期に総合的に育まれた
「⾒⽅・考え⽅」や資質・能⼒を、
徐々に各教科等の特質に応じた学
びにつなげていく時期

＜未就園段階： 家庭や地域での生活＞

接
続

生生活活科科ににおおけけるる教教育育ののイイメメーージジ

42
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実践事例の公開 ～幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿とは？～ 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保

連携型認定こども園教育・保育要領」に示されました。園で見られる子どもの姿から、「１０

の姿」の育ちを読み解いていく手掛かりとなるよう協力園での実践事例を公開します。園で

の保育実践や指導計画作成の際にご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ http://www.pref.oita.jp/site/gakkokyoiku/list21478-25068.html 

 ⇒ 大分県教育委員会 ⇒ 学校教育 ⇒ 幼稚園教育課程  

ケース１：カレーライスを作ろう  

           

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

                ケケーースス１１～～４４１１ままでで配配信信中中（（２２００２２３３年年３３月月現現在在））  
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                ケケーースス１１～～４４１１ままでで配配信信中中（（２２００２２３３年年３３月月現現在在））  

 

 

実践事例の公開 ～幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿とは？～ 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保

連携型認定こども園教育・保育要領」に示されました。園で見られる子どもの姿から、「１０

の姿」の育ちを読み解いていく手掛かりとなるよう協力園での実践事例を公開します。園で

の保育実践や指導計画作成の際にご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ http://www.pref.oita.jp/site/gakkokyoiku/list21478-25068.html 

 ⇒ 大分県教育委員会 ⇒ 学校教育 ⇒ 幼稚園教育課程  

ケース１：カレーライスを作ろう  

           

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

                ケケーースス１１～～４４１１ままでで配配信信中中（（２２００２２３３年年３３月月現現在在））  
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３３  キキャャリリアアスステテーージジにに応応じじたた研研修修 

 

幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期です。この時期に質の高い教育

を保障することは極めて重要であり、子ども一人一人の発達を保障していくためには、保育

者の資質向上は不可欠です。 

とりわけ、現在では、少子化、核家族化、都市化、国際化、情報化、女性の社会進出等の子

どもを取り巻く環境の急速な変化は、子どもの発達や子育てに重大な影響をもたらし、これ

らの課題に対応するために、園には多様な期待やニーズが寄せられています。このため、保

育者には、複眼的、総合的な視点から課題の解決に取り組むことが求められ、資質向上は不

可欠です。 

 幼稚園、保育所、認定こども園等では、「中堅」あるいはミドルリーダーと呼ばれる時期に

なると、経験が豊富になることから、保育者としての動き方も合理的な動きができるように

なり、実践も洗練されていきます。 

「〇〇先生だったら新任の先生と一緒に仕事を進めながら指導してくれる」という信頼が

専門職としての意識を高め、ミドルリーダーとしての力量形成につながっていくと考えられ

ます。その過程は一様ではなく、必ずしも、信頼が期待となり、その保育者のミドルリーダ

ーとしての資質の向上につながるわけではありません。むしろ、園運営の多様化という、小

学校就学前の現代的課題への対応の過程では、周囲からのミドルリーダーとしての役割や期

待が負担となり、職場での自らのアイデンティティを喪失していくことにつながる可能性も

あります。 

これらのことから、該当の中堅教員は、一定の期間になるとミドルリーダーとなるための

研修を受けながら、中堅教員自身が園内における自分の役割を意識し専門職としての職業意

識をもつことも必要となります。 

 大分県幼児教育センターでは、キャリアステージ別に育成を目指す資質・能力を、保育者

育成指標（参考例）として示しています。「保育者」の指標には「第０ステージ（養成期）」

「第１ステージ（基礎形成期）」「第２ステージ（発展期）」「第３ステージ（充実深化・円熟

期）」までの４つ、「管理職」の指標には「副園長」と「園長」の２つのキャリアステージを設

定しています。育成を目指す資質・能力の視点は、文部科学大臣が示す指針や３要領・指針

及び本県の特性や課題を踏まえて設定しています。 

 キャリアステージ別の育成を目指す資質・能力を踏まえて、大分県幼児教育センターの研

修体系を整えていきます。 
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【【キキャャリリアアスステテーージジ別別にに育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力】】  

（１）キャリアステージ 

   ◎養成段階           ◎現職段階 

 第０ステージ       第１ステージ     第２ステージ     第３ステージ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

（２）育成を目指す資質・能力 

保育者とし

ての素養 

社会人に求められる 

基礎的な能力 

○倫理観・法令遵守    

○コミュニケーション能力 

保育者としての使命と責任 ○使命感と熱意 

教育・保育

の実践 

 

指導と評価の力 

○保育計画等の構想力   

○環境の構成と乳幼児への関わり 

○乳幼児理解に基づいた評価と改善 

乳幼児理解と 

集団作りの力 

○乳幼児理解 

○個と集団の援助 

特別な配慮を必要とする乳

幼児への対応 
○特別支援教育の実践 

ＩＣＴや情報・教育データを

活用した実践 
○ＩＣＴや情報・教育データを活用した実践

組織としての園を 

支えるマネジメント力 

○組織としての園の理解と園経営 ○業務遂

行・時間管理能力 ○危機管理 ○人材育成

○家庭、地域との連携 子育て支援 

                          ※キャリアステージ別で各内容は異なる。 

                ◎現職段階（管理職） 

         副園長                   園長           

教育・保育に対す
る知見を深め、求
められる資質・能
力の基盤を形成
する。 

採用から早い時
期に、保育者とし
ての幅広い視野
と能力の伸長を
図る。 

基礎形成期の多
様な経験をもと
に、中堅保育者と
して各種の分掌
主任等を経験す
ることなどで一
層の能力伸長を
図る。

・発展期での経験
をもとに、管理分
野や指導等の専門
分野の複線化も視
野に入れ、より一
層の能力伸長を図
る。 
・園経営のビジョ
ンを理解し、職責、
経験に応じたリー
ダーシップの向上
を図る。 

養成期 

基礎形成期 

発展期 

充実深化・円熟期

園長の園経営ビジョンの下、園運営全体
の推進・調整役として、アセスメントや
ファシリテーション等に関する力の向
上を通じて管理・運営能力の伸長を図
る。 

リーダーとして、「園全体の組織的な取
組」を推進するため、アセスメントやフ
ァシリテーション等に関する力を基盤
として園経営能力の伸長を図る。 
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